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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸の回転に応じて電気信号を出力するスイッチ部と、
　このスイッチ部の前記回転軸に取り付けられ、前記回転軸と共に回転する回転操作部材
と、
　この回転操作部材の回転を付勢するための付勢部材と、
　切替操作に応じて前記付勢部材に係脱可能に係合して前記付勢部材の付勢力を前記回転
操作部材に付与し、かつ前記切替操作に応じて前記付勢部材から離脱して前記回転操作部
材に対する前記付勢部材の付勢力を解除する切替部材と、
　前記スイッチ部から出力される電気信号により動作を制御する制御部と、
　を備えていることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器において、前記制御部は、前記切替操作に応じて、前記制御
部が制御する機能を切り替えることを特徴とする電子機器。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電子機器において、
　演奏操作子の操作に応じて楽音を発音させる発音手段と、
　を更に備え、
　前記制御部は、前記切替操作に応じて、前記発音手段により発音される楽音のピッチを
制御するピッチ制御機能と、前記発音手段により発音される楽音のピッチ以外のエフェク
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トを制御するエフェクト制御機能とを切り替えることを特徴とする電子機器。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子機器において、前記ピッチ以外のエフェクトを制御するエフェク
ト制御機能は、モジュレーションを制御するモジュレーション制御機能であることを特徴
とする電子機器。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載の電子機器において、
　前記スイッチ部は、機器本体内に設けられ、
　前記回転操作部材は、一部が前記機器本体の外部に突出した状態で前記回転軸と共に回
転することを特徴とする電子機器。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれかに記載の電子機器において、前記切替部材が前記付勢部
材に係合した際に前記切替部材を位置規制する第１規制部と、前記切替部材が前記付勢部
材から離脱した際に前記切替部材を位置規制する第２規制部とを備えていることを特徴と
する電子機器。
【請求項７】
　複数の演奏操作子と、
　前記複数の演奏操作子のいずれかの操作に応答して、接続された音源に楽音の発音を指
示する発音指示手段と、
　前記スイッチ装置から出力される電気信号に応じて、前記音源により発音されている楽
音のピッチおよびピッチ以外のエフェクトを制御するエフェクタと、
　回転軸の回転に応じて電気信号を出力するスイッチ部と、
　前記スイッチ部の前記回転軸に取り付けられ、前記回転軸と共に回転する回転操作部材
と、
　前記回転操作部材の回転を付勢するための付勢部材と、
　切替操作に応じて前記付勢部材に係脱可能に係合して前記付勢部材の付勢力を前記回転
操作部材に付与し、かつ前記切替操作に応じて前記付勢部材から離脱して前記回転操作部
材に対する前記付勢部材の付勢力を解除する切替部材と、
　前記スイッチ部から出力される電気信号に応じて、前記エフェクタによる制御対象を、
前記ピッチと前記ピッチ以外のエフェクトとで切り替える制御部と、
　を有する電子楽器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、楽器または音響機器などの電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、電子鍵盤楽器に用いられているスイッチ装置においては、特許文献１に記載さ
れているように、ピッチベンド機能とモジュレーション機能とを備えるために、楽器本体
にピッチベンド用の第１回転スイッチ部材と、モジュレーション用の第２回転スイッチ部
材とを並列に設けた構成のものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平０２－７７７２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような電子鍵盤楽器のスイッチ装置では、ピッチベンド機能とモジ
ュレーション機能とを備えるために、楽器本体にピッチベンド用の第１回転スイッチ部材
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と、モジュレーション用の第２回転スイッチ部材とを、それぞれ個別に設けているので、
設置スペースが大きくなり、楽器全体が大型化するばかりか、部品点数が多くなり、コス
ト高になるなどの問題がある。
【０００５】
　この発明が解決しようとする課題は、１つの構成部材で２つの機能をそのいずれかに簡
単に切り替えることができる楽器または音響機器などの電子機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、回転軸の回転に応じて電気信号を出力するスイッチ部と、このスイッチ部
の前記回転軸に取り付けられ、前記回転軸と共に回転する回転操作部材と、この回転操作
部材の回転を付勢するための付勢部材と、切替操作に応じて前記付勢部材に係脱可能に係
合して前記付勢部材の付勢力を前記回転操作部材に付与し、かつ前記切替操作に応じて前
記付勢部材から離脱して前記回転操作部材に対する前記付勢部材の付勢力を解除する切替
部材と、前記スイッチ部から出力される電気信号により動作を制御する制御部と、を備え
ていることを特徴とする電子機器である。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、切替操作によって切替部材を付勢部材に係脱可能に係合させた際に
、付勢部材の付勢力を回転操作部材に付与させることができるので、２つの機能のうちの
１つの機能に切り替えることができ、これにより回転操作部材を１つの機能として操作す
ることができる。また、切替操作によって切替部材を付勢部材から離脱させた際に、回転
操作部材に対する付勢部材の付勢力を解除させることができるので、他の機能に切り替え
ることができ、これにより回転操作部材を他の機能として操作することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明を電子鍵盤楽器に適用した一実施形態において、その要部を示した斜視
図である。
【図２】図１に示された電子鍵盤楽器の要部を示した拡大側面図である。
【図３】図１に示された電子鍵盤楽器のＡ－Ａ矢視における要部を示した拡大断面図であ
る。
【図４】図１に示された電子鍵盤楽器のＢ－Ｂ矢視において、スイッチ装置の切替部材を
押し込んでピッチベンド機能に切り替えた状態を示した要部の拡大断面図である。
【図５】図４に示された電子鍵盤楽器のスイッチ装置において、切替部材を引き出してモ
ジュレーション機能に切り替えた状態を示した要部の拡大断面図である。
【図６】図４に示された状態におけるスイッチ装置の切替部材を示した拡大平面図である
。
【図７】図６に示された切替部材の位置を規制する第１、第２の各規制部を示し、（ａ）
は切替部材によってピッチベンド機能に切り替えた際に切替部材を位置規制する第１規制
部を示した要部の拡大断面図、（ｂ）は切替部材によってモジュレーション機能に切り替
えた際に切替部材を位置規制する第２規制部を示した要部の拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図１～図７を参照して、この発明を電子鍵盤楽器に適用した一実施形態について
説明する。
　この電子鍵盤楽器は、図１および図２に示すように、楽器本体１を備えている。この楽
器本体１は、上部ケース２と下部ケース３とを有し、これらの内部に演奏操作子としての
鍵盤部４が設けられた構成になっている。この場合、鍵盤部４は、白鍵および黒鍵からな
る複数の鍵４ａを有し、これら複数の鍵４ａが楽器本体１の上側に露呈した状態で、複数
の鍵４ａを押鍵操作すると、この押鍵操作に応答して楽器本体１に内蔵もしくは接続され
た音源（図示せず）に楽音の発音を指示するように構成されている。
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【００１０】
　また、この鍵盤部４の両側に位置する楽器本体１の両側部のうち、一方の側部（例えば
図１では左側に位置する側部）には、図１および図２に示すように、回転式のスイッチ装
置５が設けられている。この回転式のスイッチ装置５は、楽音に効果を付与するためのも
のであり、２つの機能であるピッチベンド機能とモジュレーション機能とをそのいずれか
に切り替えられるように構成されている。
【００１１】
　このために電子鍵盤楽器は、楽器本体１に内蔵もしくは接続されたエフェクタ（図示せ
ず）を有する。そして、このエフェクタは、回転式のスイッチ装置５の操作により、音源
にて発音された楽音のピッチあるいは付与されているエフェクトが制御される。
【００１２】
　すなわち、このスイッチ装置５は、図１～図５に示すように、楽器本体１内に取り付け
られたスイッチ部６と、このスイッチ部６を回転させる回転操作部材７と、この回転操作
部材７を予め定められた回転位置に向けて付勢するためのばね部材８と、このばね部材８
に係脱可能に係合してピッチベンド機能とモジュレーション機能とをそのいずれかに切り
替えるための切替部材９とを備えている。
【００１３】
　スイッチ部６は、図３～図５に示すように、スイッチ本体１０と、このスイッチ本体１
０に回転自在に取り付けられた回転軸１１とを備え、この回転軸１１の回転に応じてスイ
ッチ本体１０が電気信号を出力するように構成されている。このスイッチ本体１０には、
接続ケーブル１０ａが接続されており、このスイッチ本体１０の中心部には、回転軸１１
が挿入する取付筒部１０ｂが設けられている。
【００１４】
　また、このスイッチ本体１０は、図３～図５に示すように、楽器本体１内に設けられた
取付部材１２に取り付けられるように構成されている。この場合、取付部材１２は、ほぼ
Ｔ字形状に形成された金属板からなり、楽器本体１内の上部下面に取り付けられている。
この取付部材１２のほぼＴ字形状の下端部には、ばね当接部１２ａがスイッチ部６の回転
軸１１の下方に位置した状態で回転軸１１に沿って設けられている。
【００１５】
　また、この取付部材１２のほぼＴ字形状の中心部には、図３～図５に示すように、取付
孔１２ｂが設けられている。これにより、スイッチ本体１０は、その取付筒部１０ｂが取
付部材１２の取付孔１２ｂに挿入された状態で、取付筒部１０ｂにナット１２ｃが取り付
けられ、このナット１２ｃを締め付けてスイッチ本体１０との間に取付部材１２を挟み付
けることにより、取付部材１２に取り付けられるように構成されている。
【００１６】
　また、スイッチ部６の回転軸１１は、図３～図５に示すように、その一端部がスイッチ
本体１０の取付筒部１０ｂを通してスイッチ本体１０内に回転可能に取り付けられ、他端
部が取付筒部１０ｂから突出した構成になっている。この場合、回転軸１１が取付筒部１
１ｂから突出した先端部側の外周面には、キー突起１１ａが軸方向に沿って設けられてい
る。このキー突起１１ａは、回転軸１１の径方向におけるキー突起１１ａの両側に位置す
る回転軸１１の外周面を軸方向に沿って切り欠くことにより、回転軸１１の外周よりも突
出すことなく形成されている。
【００１７】
　一方、スイッチ部６の回転軸１１に取り付けられる回転操作部材７は、図３～図５に示
すように、ほぼ半円形状の操作本体部１３と、この操作本体部１３の回転中心から下側に
延びる延出部１４と、操作本体部１３の回転中心に設けられた筒軸部１５とを備えている
。操作本体部１３は、その外周部に沿って操作鍔部１３ａが設けられており、この操作鍔
部１３ａの外周面の中間部には、半円形の凹部１３ｂが設けられている。これにより、操
作本体部１３は、その外周部の一部が常に楽器本体１の開口部２ａから上方に突出して露
出するように構成されている。
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【００１８】
　また、この回転操作部材７の筒軸部１５は、図３～図５に示すように、操作本体部１３
からスイッチ部６側に向けて突出して設けられている。この筒軸部１５には、回転軸１１
が挿入する軸挿入孔１５ａが操作本体部１３に亘って軸方向に貫通して設けられている。
この軸挿入孔１５ａ内には、回転軸１１のキー突起１１ａが係合するキー溝部１５ｂが軸
方向に沿って設けられている。
【００１９】
　これにより、回転操作部材７は、図３～図５に示すように、筒軸部１５の軸挿入孔１５
ａ内にスイッチ部６の回転軸１１が挿入して、回転軸１１のキー突起１１ａが軸挿入孔１
５ａ内のキー溝部１５ｂに係合することにより、スイッチ部６の回転軸１１に取り付けら
れ、この状態で操作本体部１３の回転に伴って筒軸部１５と共に回転軸１１が一体的に回
転するように構成されている。
【００２０】
　また、ばね部材８は、図３～図５に示すように、ねじりコイルばねであり、回転操作部
材７の筒軸部１５の外周に巻き付けられたコイル状のばね本体１６と、このばね本体１６
の両端部にそれぞれ設けられた一対のばね足１７ａ、１７ｂとを有し、これら一対のばね
足１７ａ、１７ｂが予め定められた位置に係脱可能に位置規制された状態で、一対のばね
足１７ａ、１７ｂ間に切替部材９が係脱可能に係合するように構成されている。
【００２１】
　この場合、一対のばね足１７ａ、１７ｂのうち、一方のばね足１７ａは、図３～図６に
示すように、操作本体部１３側に位置するばね本体１６の端部（図３では右端部）から下
側に向けて延び、その下端部が取付部材１２のばね当接部１２ａにおける一方の側部（図
６では下辺側に位置する側部）に接離可能に当接するように構成されている。
【００２２】
　また、他方のばね足１７ｂは、図３～図６に示すように、操作本体部１３から離れてス
イッチ本体１０側に位置するばね本体１６の端部（図３では左端部）から下側に向けて延
び、その下端部が取付部材１２のばね当接部１２ａにおける他方の側部（図６では上辺側
に位置する側部）に接離可能に当接するように構成されている。
【００２３】
　これにより、一対のばね足１７ａ、１７ｂは、図３および図６に示すように、ばね本体
１６の径方向の長さ、つまり回転操作部材７の筒軸部１５における外径の長さだけ離れて
いると共に、図４に示すように、回転操作部材７の筒軸部１５の軸方向におけるばね本体
１６の長さだけ離れている。
【００２４】
　すなわち、一対のばね足１７ａ、１７ｂは、図６に示すように、これらの間に取付部材
１２のばね当接部１２ａが配置され、このばね当接部１２ａを挟んで対角線上に位置する
と共に、一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に切替部材９の後述するばね操作部１９が挿脱可
能に挿入するように構成されている。このため、一対のばね足１７ａ、１７ｂは、取付部
材１２のばね当接部１２ａの両側にそれぞれ接離可能に当接することにより、予め定めら
れた位置に位置規制されるように構成されている。
【００２５】
　一方、切替部材９は、図３～図６に示すように、切替操作に応じてばね部材８に係脱可
能に係合してばね部材８のばね力を回転操作部材７に付与し、かつ切替操作に応じてばね
部材８から離脱して回転操作部材７に対するばね部材８のばね力を解除するように構成さ
れている。すなわち、この切替部材９は、操作レバー部１８とばね操作部１９とを備えて
いる。
【００２６】
　操作レバー部１８は、図２～図６に示すように、丸棒状に形成されている。この操作レ
バー部１８は、その一端部が楽器本体１の側面部に設けられた半円弧状のガイド孔２０か
ら楽器本体１の外部に出没可能に突出するように構成されている。この楽器本体１の外部
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に突出した操作レバー部１８の端部には、操作頭部１８ａが設けられている。
【００２７】
　この場合、楽器本体１のガイド孔２０は、図２～図４に示すように、スイッチ部６の回
転軸１１を中心とする半円弧状に形成されている。これにより、操作レバー部１８は、回
転操作部材７の回転操作に応じて楽器本体１のガイド孔２０内を移動すると共に、切替操
作に応じて楽器本体１の出没方向に向けてスライドするにように構成されている。
【００２８】
　ばね操作部１９は、図３～図６に示すように、ほぼ平板状に形成され、操作レバー部１
８の内端部に一体に設けられている。このばね操作部１９は、回転操作部材７の延出部１
４の下部に設けられた矩形状のスライド孔１４ａ内にスライド可能に挿入されると共に、
ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に挿脱可能に配置されるように構成されてい
る。
【００２９】
　これにより、切替部材９は、図４に示すように、操作レバー部１８の操作頭部１８ａを
楽器本体１内に向けて押し込むと、これに伴ってばね操作部１９が回転操作部材７の延出
部１４の下部に設けられたスライド孔１４ａ内をスライドして、ばね部材８の一対のばね
足１７ａ、１７ｂ間に挿入し、ばね部材８のばね力を回転操作部材７に付与するように構
成されている。これにより、切替部材９は、スイッチ装置５をピッチベンド機能に切り替
えるように構成されている。
【００３０】
　すなわち、この切替部材９は、図３および図４に示すように、ピッチベンド機能に切り
替わった際に、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂが取付部材１２のばね当接部１
２ａの両側部に当接した状態で、回転操作部材７が図３において反時計回りに回転すると
、ばね操作部１９がばね部材８のばね力に抗して一方のばね足１７ａを反時計回り方向に
押し広げるように回転移動させるように構成されている。
【００３１】
　この場合、切替部材９は、図３および図４に示すように、ばね操作部１９がばね部材８
のばね力に抗して一方のばね足１７ａを反時計回り方向に押し広げるように回転移動させ
る際に、ばね操作部１９が回転操作部材７と共に回転移動し、かつ操作レバー部１８が楽
器本体１の半円弧状のガイド孔２０に沿って移動するように構成されている。また、この
切替部材９は、回転操作部材７をばね部材８のばね力によって元の回転位置に戻すように
構成されている。
【００３２】
　また、この切替部材９は、図３および図５に示すように、ばね部材８の一対のばね足１
７ａ、１７ｂが取付部材１２のばね当接部１２ａの両側部に当接した状態で、上述した場
合とは逆に、回転操作部材７が図３において時計回りに回転すると、ばね操作部１９がば
ね部材８のばね力に抗して他方のばね足１７ｂを時計回り方向に押し広げて回転移動させ
るように構成されている。
【００３３】
　この場合にも、切替部材９は、図３および図５に示すように、ばね操作部１９がばね部
材８のばね力に抗して他方のばね足１７ｂを時計回り方向に押し広げて回転移動させる際
に、ばね操作部１９が回転操作部材７と共に回転移動し、かつ操作レバー部１８が楽器本
体１の半円弧状のガイド孔２０に沿って移動するように構成されている。また、この切替
部材９は、回転操作部材７をばね部材８のばね力によって元の回転位置に戻すように構成
されている。
【００３４】
　また、この切替部材９は、図５に示すように、操作レバー部１８の操作頭部１８ａを楽
器本体１の外部に向けて引き出すと、これに伴ってばね操作部１９が回転操作部材７の延
出部１４の下部に設けられたスライド孔１４ａ内をスライドして、ばね部材８の一対のば
ね足１７ａ、１７ｂ間から離脱し、回転操作部材７に対するばね部材８のばね力を解除す
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るように構成されている。これにより、切替部材９は、スイッチ装置５をモジュレーショ
ン機能に切り替えるように構成されている。
【００３５】
　すなわち、この切替部材９は、図３および図５に示すように、モジュレーション機能に
切り替わった際に、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂが取付部材１２のばね当接
部１２ａの両側部に当接した状態で、回転操作部材７が図３において反時計回り方向また
は時計回り方向のいずれかの方向に回転すると、ばね部材８のばね本体１６が回転操作部
材７の筒軸部１５の外周面に沿って空転するように構成されている。
【００３６】
　この場合、切替部材９は、図３および図５に示すように、ばね部材８の一対のばね足１
７ａ、１７ｂが取付部材１２のばね当接部１２ａの両側部に当接した状態で、ばね部材８
のばね本体１６が回転操作部材７の筒軸部１５の外周面に沿って空転する際に、ばね操作
部１９が回転操作部材７と共に回転移動し、かつ操作レバー部１８が楽器本体１の半円弧
状のガイド孔２０に沿って移動するように構成されている。
【００３７】
　さらに、この切替部材は、図６および図７に示すように、そのばね操作部１９がばね部
材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に配置されて、ばね操作部１９がばね部材８に係合
した際に、第１規制部２１によって位置規制され、またばね操作部１９がばね部材８の一
対のばね足１７ａ、１７ｂ間から離脱して、ばね操作部１９によるばね部材８の係合が解
除された際に、第２規制部２２によって位置規制されるように構成されている。
【００３８】
　この場合、第１規制部２１は、図４、図６および図７に示すように、ばね操作部１９の
上面における楽器本体１側（図６では左側）に位置する個所に設けられた第１突起部２１
ａを有し、この第１突起部２１ａが回転操作部材７の延出部１４のスライド孔１４ａ内に
設けられた係止突起部２３を乗り越えた際に、第１突起部２１ａが係止突起部２３に係止
されるように構成されている。
【００３９】
　すなわち、この第１規制部２１は、図４および図７（ａ）に示すように、その第１突起
部２１ａが回転操作部材７の延出部１４のスライド孔１４ａ内に設けられた係止突起部２
３を乗り越えた際に、操作レバー部１８の操作頭部１８ａが楽器本体１の外面に当接する
ように構成されている。これにより、第１規制部２１は、ばね操作部１９をばね部材８の
一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に配置させて、ばね操作部１９をばね部材８に係合させた
状態で、切替部材９を位置規制するように構成されている。
【００４０】
　また、第２規制部２２は、図５～図７に示すように、ばね操作部１９の上面におけるス
イッチ部６側（図６では右側）に位置する個所に設けられた第２突起部２２ａを有し、こ
の第２突起部２２ａが回転操作部材７のスライド孔１４ａ内に設けられた係止突起部２３
を乗り越えた際に、第２突起部２２ａが係止突起部２３に係止されるように構成されてい
る。
【００４１】
　すなわち、この第２規制部２１は、図５および図７（ｂ）に示すように、その第２突起
部２２ａが回転操作部材７のスライド孔１４ａ内に設けられた係止突起部２３を乗り越え
た際に、ばね操作部１９の上面におけるスイッチ部６側に位置する端部に設けられた規制
突起部２４が回転操作部材７のスライド孔１４ａ内に設けられた係止凹部２５に係合する
ように構成されている。
【００４２】
　これにより、この第２規制部２１は、図５および図７（ｂ）に示すように、ばね操作部
１９をばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間から離脱させて、ばね操作部１９によ
るばね部材８の係合を解除させた状態で、切替部材９を位置規制するように構成されてい
る。
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【００４３】
　次に、このような電子鍵盤楽器のスイッチ装置５の作用について説明する。
　このスイッチ装置５をピッチベンド機能に切り替えて使用する場合には、図４に示すよ
うに、まず、切替部材９を楽器本体１内に向けて押し込む。このときには、切替部材９の
操作レバー部１８の操作頭部１８ａを楽器本体１内に向けて押し込むと、切替部材９のば
ね操作部１９が、回転操作部材７の延出部１４に設けられたスライド孔１４ａ内をスライ
ドして、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に挿入される。
【００４４】
　すると、第１規制部２１によって切替部材９が位置規制されている。このときには、第
１規制部２１の第１突起部２１ａが回転操作部材７の延出部１４のスライド孔１４ａ内に
設けられた係止突起部２３を乗り越える際に、操作レバー部１８の操作頭部１８ａが楽器
本体１の外面に当接する。
【００４５】
　このように、操作レバー部１８の操作頭部１８ａが楽器本体１の外面に当接すると、第
１規制部２１の第１突起部２１ａが引き戻されるようにして、回転操作部材７の延出部１
４のスライド孔１４ａ内に設けられた係止突起部２３に押し当てられる。このため、切替
部材９は、そのばね操作部１９がばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に配置され
た状態で、位置規制される。
【００４６】
　これにより、スイッチ装置５がピッチベンド機能に切り替わる。この状態で、楽器本体
１の上面に設けられた開口部２ａから楽器本体１の上側に突出して露出した回転操作部材
７の操作本体部１３の一部を回転操作すると、この操作本体部１３の回転に伴ってスイッ
チ部６の回転軸１１が回転し、この回転軸１１に回転に応じてスイッチ本体１０が電気信
号を出力する。
【００４７】
　このときには、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂが取付部材１２のばね当接部
１２ａの両側部に当接していることにより、この状態で回転操作部材７の操作本体部１３
を図３において反時計回りに回転させると、回転操作部材７の回転に伴って切替部材９が
回転移動する。
【００４８】
　すると、切替部材９のばね操作部１９がばね部材８のばね力に抗して一方のばね足１７
ａを反時計回り方向に押し広げるように回転移動させる。このときには、ばね操作部１９
が回転操作部材７と共に回転移動し、かつ操作レバー部１８が楽器本体１の半円弧状のガ
イド孔２０に沿って反時計回り方向に移動する。そして、回転操作部材７の回転操作が解
除されると、回転操作部材７がばね部材８のばね力によって元の回転位置に戻る。
【００４９】
　また、回転操作部材７の操作本体部１３を上述した場合と逆方向、つまり図３において
時計回りに回転させると、回転操作部材７の回転に伴って切替部材９が回転移動し、この
切替部材９のばね操作部１９がばね部材８のばね力に抗して他方のばね足１７ｂを時計回
り方向に押し広げるように回転移動させる。
【００５０】
　このときにも、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂが取付部材１２のばね当接部
１２ａの両側部に当接していることにより、この状態でばね操作部１９が回転操作部材７
と共に回転移動し、かつ操作レバー部１８が楽器本体１の半円弧状のガイド孔２０に沿っ
て時計回り方向に移動する。そして、回転操作部材７の回転操作が解除されると、回転操
作部材７がばね部材８のばね力によって元の回転位置に戻る。
【００５１】
　一方、このスイッチ装置５をモジュレーション機能に切り替えて使用する場合には、図
５に示すように、まず、切替部材９を楽器本体１の外部に向けて引き出す。このときには
、切替部材９の操作レバー部１８の操作頭部１８ａを楽器本体１の外部に向けて引き出す
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と、切替部材９のばね操作部１９が、回転操作部材７の延出部１４に設けられたスライド
孔１４ａ内をスライドして、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間から離脱する。
【００５２】
　すると、第２規制部２２によって切替部材９が位置規制されている。このときには、第
２規制部２２の第２突起部２２ａが回転操作部材７のスライド孔１４ａ内に設けられた係
止突起部２３を乗り越えた際に、ばね操作部１９の規制突起部２４が、回転操作部材７の
スライド孔１４ａ内に設けられた係止凹部２５に係合する。このため、第２突起部２２ａ
が係止突起部２３を乗り越えた状態で係止突起部２３に係止され、切替部材９のばね操作
部１９がばね部材８から離脱した状態で、切替部材９が位置規制される。
【００５３】
　これにより、スイッチ装置５がモジュレーション機能に切り替わる。この状態で、楽器
本体１の上側に突出して露出した回転操作部材７の操作本体部１３の一部を回転操作する
と、この操作本体部１３の回転に伴ってスイッチ部６の回転軸１１が回転し、この回転軸
１１に回転に応じてスイッチ本体１０が電気信号を出力する。このときには、ばね部材８
の一対のばね足１７ａ、１７ｂが取付部材１２のばね当接部１２ａの両側部に当接してい
る。
【００５４】
　このため、回転操作部材７の操作本体部１３を、図３において反時計回り方向または時
計回り方向のいずれかの方向に回転させると、ばね部材８のばね本体１６が回転操作部材
７の筒軸部１５の外周面に沿って空転する。これにより、回転操作部材７はばね部材８の
ばね力の影響を受けずに回転する。このときにも、ばね操作部１９が回転操作部材７と共
に回転移動すると共に操作レバー部１８が楽器本体１の半円弧状のガイド孔２０に沿って
移動する。
【００５５】
　このように、この電子鍵盤楽器のスイッチ装置５によれば、回転軸１１の回転に応じて
電気信号を出力するスイッチ部６と、このスイッチ部６の回転軸１１に取り付けられて回
転軸１１と共に回転する回転操作部材７と、この回転操作部材７を予め定められた回転位
置に向けて付勢するためのばね部材８と、切替操作に応じてばね部材８に係脱可能に係合
してばね部材８のばね力を回転操作部材７に付与し、かつ切替操作に応じてばね部材８か
ら離脱して回転操作部材７に対するばね部材８のばね勢力を解除する切替部材９と、を備
えているので、１つの構成部材で２つの機能であるピッチベンド機能とモジュレーション
機能とをそのいずれかに簡単に切り替えることができる。
【００５６】
　すなわち、このスイッチ装置５では、切替操作によって切替部材９をばね部材８に係脱
可能に係合させると、ばね部材８のばね力を回転操作部材７に付与させることができるの
で、ピッチベンド機能とモジュレーション機能との２つの機能のうち、１つの機能である
ピッチベンド機能に確実に切り替えることができ、これにより回転操作部材７をピッチベ
ンド機能として操作することができる。
【００５７】
　また、このスイッチ装置５では、切替操作によって切替部材９をばね部材８から離脱さ
せると、回転操作部材７に対するばね部材８のばね力を解除させることができるので、ピ
ッチベンド機能とモジュレーション機能との２つの機能のうち、他の機能であるモジュレ
ーション機能に確実に切り替えることができ、これにより回転操作部材７をモジュレーシ
ョン機能として操作することができる。
【００５８】
　このため、このスイッチ装置５では、切替部材９を切替操作するだけで、１つの構成部
材で２つの機能であるピッチベンド機能とモジュレーション機能とをそのいずれかに簡単
にかつ確実に切り替えることができ、これにより２つの機能ごとに個別にスイッチ装置５
を設ける必要がないので、装置全体の小型化、部品点数の削減、および低コスト化を図る
ことができる。
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【００５９】
　この場合、スイッチ装置５は、楽器本体１内に設けられた取付部材１２にスイッチ部６
が取り付けられ、このスイッチ部６の回転軸１１に取り付けられた回転操作部材７の一部
が楽器本体１に設けられた開口部２ａから楽器本体１の外部に突出して露出しているので
、スイッチ部６が楽器本体１内に組み込まれていても、楽器本体１の外部に露出した回転
操作部材７の一部を操作して、回転操作部材７を良好に回転操作することができる。
【００６０】
　また、このスイッチ装置５では、ばね部材８が、スイッチ部６の回転軸１１に取り付け
られる回転操作部材７の筒軸部１５に巻き付けられたばね本体１６と、このばね本体１６
の両端部にそれぞれ設けられた一対のばね足１７ａ、１７ｂとを有し、これら一対のばね
足１７ａ、１７ｂが予め定められた位置に係脱可能に位置規制された状態で、一対のばね
足１７ａ、１７ｂ間に切替部材９が挿脱可能に配置されるので、切替部材９によってピッ
チベンド機能とモジュレーション機能とをそのいずれかに簡単に切り替えることができる
。
【００６１】
　すなわち、このスイッチ装置５では、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に切
替部材９を挿脱可能に配置することにより、切替部材９をばね部材８に係脱可能に係合さ
せることができ、これによりばね部材８のばね力を回転操作部材７に付与させることがで
きるので、回転操作部材７をピッチベンド機能として操作することができる。また、ばね
部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間から切替部材９を離脱させることにより、回転操
作部材７に対するばね部材８のばね力を解除させることができるので、回転操作部材７を
モジュレーション機能として操作することができる。
【００６２】
　この場合、ばね部材８は、楽器本体１に取り付けられた取付部材１２のばね当接部１２
ａが一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に配置されて、この一対のばね足１７ａ、１７ｂが取
付部材１２のばね当接部１２ａの両側部に接離可能に当接していることにより、一対のば
ね足１７ａ、１７ｂを予め定められた位置に確実にかつ良好に位置規制することができる
と共に、ばね本体１６を回転操作部材７の筒軸部１５の外周面に沿って空転させることが
できる。
【００６３】
　また、このスイッチ装置５では、切替部材９が、回転操作部材７にスライド可能に取り
付けられ、そのスライド動作に応じてばね部材８に係脱可能に係合することにより、切替
部材９をスライドさせるだけの簡単な操作で、ピッチベンド機能とモジュレーション機能
とをそのいずれかに容易にかつ良好に切り替えることができる。
【００６４】
　この場合、切替部材９は、操作レバー部１８とばね操作部１９とを備え、操作レバー部
１８の一端部が楽器本体１のガイド孔２０から楽器本体１の外部に出没可能に突出し、ば
ね操作部１９が回転操作部材７のスライド孔１４ａ内にスライド可能に挿入されると共に
、ばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間に挿脱可能に配置される構成であるから、
切替部材９を容易にかつ良好にスライドさせることができ、これによりピッチベンド機能
とモジュレーション機能とをそのいずれかに簡単に切り替えることができる。
【００６５】
　すなわち、このスイッチ装置５では、切替部材９を押し込むと、ばね操作部１９が回転
操作部材７のスライド孔１４ａ内にスライドして、ばね操作部１９をばね部材８の一対の
ばね足１７ａ、１７ｂ間に確実に挿入させて配置することができる。また、切替部材９を
引き出すと、ばね操作部１９が回転操作部材７のスライド孔１４ａ内にスライドして、ば
ね操作部１９をばね部材８の一対のばね足１７ａ、１７ｂ間から確実に引き出して離脱さ
せることができる。これにより、切替部材９をスライドさせるだけで、ピッチベンド機能
とモジュレーション機能とをそのいずれかに簡単に切り替えることができる。
【００６６】
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　また、このスイッチ装置５では、切替部材９の一部が楽器本体１の外部に突出した状態
で、回転操作部材７の回転操作に応じて楽器本体１に設けられた円弧状のガイド孔２０に
沿って移動するので、切替部材９によってピッチベンド機能とモジュレーション機能とを
そのいずれかに切り替えた状態で、切替部材９が回転操作部材７の回転操作に応じて回転
移動しても、切替部材９が楽器本体１に妨げられることなく、切替部材９を円滑にかつ良
好に回転移動させることができる。
【００６７】
　すなわち、この切替部材９は、楽器本体１のガイド孔２０がスイッチ部６の回転軸１１
を中心とする半円弧状に形成され、このガイド孔２０内を切替部材９の操作レバー部１８
が移動すると共に、楽器本体１にその出没方向に向けてスライドするので、切替部材９を
スライドさせてピッチベンド機能とモジュレーション機能とをそのいずれかに切り替えた
状態で、回転操作部材７を回転操作すると、切替部材９がスイッチ部６の回転軸１１を中
心に回転移動する際に、切替部材９を円弧状のガイド孔２０に沿って円滑にかつ良好に回
転移動させることができる。
【００６８】
　さらに、このスイッチ装置５によれば、切替部材９がばね部材８に係合した際に切替部
材９を位置規制する第１規制部２１と、切替部材９がばね部材８から離脱した際に切替部
材９を位置規制する第２規制部２２とを備えているので、ピッチベンド機能とモジュレー
ション機能とをそのいずれかに切り替えた状態において、切替部材９が不用意にスライド
してピッチベンド機能とモジュレーション機能とがそのいずれかに勝手に切り替わらない
ように、切替部材９を確実に位置規制することができる。
【００６９】
　すなわち、第１規制部２１は、ばね操作部１９における楽器本体１側に位置する個所に
設けられた第１突起部２１ａを有し、この第１突起部２１ａが回転操作部材７の延出部１
４のスライド孔１４ａ内に設けられた係止突起部２３を乗り越えた際に、第１突起部２１
ａが係止突起部２３に係脱可能に係止されると共に、操作レバー部１８の操作頭部１８ａ
が楽器本体１の外面に当接することにより、ばね操作部１９をばね部材８に係合させてピ
ッチベンド機能に切り替えた状態で、切替部材９を確実にかつ良好に位置規制することが
できる。
【００７０】
　また、第２規制部２２は、ばね操作部１９におけるスイッチ部６側に位置する個所に設
けられた第２突起部２２ａを有し、この第２突起部２２ａが回転操作部材７のスライド孔
１４ａ内に設けられた係止突起部２３を乗り越えた際に、第２突起部２２ａが係止突起部
２３に係止されると共に、ばね操作部１９におけるスイッチ部６側に位置する端部に設け
られた規制突起部２４が回転操作部材７のスライド孔１４ａ内に設けられた係止凹部２５
に係合することにより、ばね操作部１９をばね部材８から離脱させてモジュレーション機
能に切り替えた状態で、切替部材９を確実にかつ良好に位置規制することができる。
【００７１】
　なお、上述した実施形態では、回転操作部材７を予め定められた回転位置に向けて付勢
するための付勢部材として、ねじりコイルばねのばね部材８を用いた場合について述べた
が、これに限らず、例えば一対の板ばねを用いたばね部材であっても良い。
【００７２】
　また、上述した実施形態では、スイッチ装置５が切替部材９によってピッチベンド機能
とモジュレーション機能とをそのいずれかに切り替わるように構成した場合について述べ
たが、必ずしも２つの機能はピッチベンド機能とモジュレーション機能とである必要はな
く、例えばピッチベンド機能とスクラッチ機能などの他の２つの機能を組み合わせたもの
であって良い。
【００７３】
　さらに、上述した実施形態では、電子鍵盤楽器に適用した場合について述べたが、必ず
しも電子鍵盤楽器である必要はなく、例えば弦楽器、管楽器などの電子楽器、または音楽
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プレーヤなどの音響機器などにも広く適用することができる。
【００７４】
　以上、この発明の一実施形態について説明したが、この発明は、これに限られるもので
はなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００７５】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、機器本体内に設けられ、回転軸の回転に応じて電気信号を出
力するスイッチ部と、このスイッチ部の前記回転軸に取り付けられ、一部が前記機器本体
の外部に突出した状態で前記回転軸と共に回転する回転操作部材と、この回転操作部材を
所定の回転方向に向けて付勢するための付勢部材と、切替操作に応じて前記付勢部材に係
脱可能に係合して前記付勢部材の付勢力を前記回転操作部材に付与し、かつ前記切替操作
に応じて前記付勢部材から離脱して前記回転操作部材に対する前記付勢部材の付勢力を解
除する切替部材と、を備えていることを特徴とするスイッチ装置である。
【００７６】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のスイッチ装置において、前記付勢部材は、
前記スイッチ部の前記回転軸に取り付けられる前記回転操作部材の筒軸部に巻き付けられ
たばね本体と、このばね本体の両端部にそれぞれ設けられた一対のばね足とを有し、これ
ら一対のばね足が予め定められた位置に係脱可能に位置規制された状態で、前記一対のば
ね足の間に前記切替部材が挿脱可能に配置されることを特徴とするスイッチ装置である。
【００７７】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載のスイッチ装置において、前
記切替部材は、前記回転操作部材にスライド可能に取り付けられ、そのスライド動作に応
じて前記付勢部材に係脱可能に係合することを特徴とするスイッチ装置である。
【００７８】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～請求項３のいずれかに記載のスイッチ装置におい
て、前記切替部材は、その一部が前記機器本体の外部に突出した状態で、前記回転操作部
材の回転操作に応じて前記機器本体に設けられた円弧状のガイド孔に沿って回転移動する
ことを特徴とするスイッチ装置である。
【００７９】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれかに記載のスイッチ装置におい
て、前記切替部材が前記付勢部材に係合した際に前記切替部材を位置規制する第１規制部
と、前記切替部材が前記付勢部材から離脱した際に前記切替部材を位置規制する第２規制
部とを備えていることを特徴とするスイッチ装置である。
【００８０】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～請求項５のいずれかに記載のスイッチ装置と、複
数の演奏操作子と、前記複数の演奏操作子のいずれかの操作に応答して、接続された音源
に楽音の発音を指示する発音指示手段と、前記スイッチ装置から出力される電気信号に応
じて、前記音源により発音されている楽音のピッチあるいは付与されたエフェクトを制御
するエフェクタと、を有する電子楽器である。
【符号の説明】
【００８１】
　１　楽器本体
　５　スイッチ装置
　６　スイッチ部
　７　回転操作部材
　８　ばね部材
　９　切替部材
　１０　スイッチ本体
　１１　回転軸
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　１２　取付部材
　１２ａ　ばね当接部
　１３　操作本体部
　１４　延出部
　１５　筒軸部
　１６　ばね本体
　１７ａ、１７ｂ　一対のばね足
　１８　操作レバー部
　１９　ばね操作部
　２０　ガイド孔
　２１　第１規制部
　２２　第２規制部

【図１】 【図２】
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